
第 11回久留米オープンデータ活用推進研究会 議事録 

 

日時：平成 29年 6月 16日（金）15：00～16：10 

場所：久留米市庁舎 3階 308会議室    

出席者：（Code for Kurume）深川会員 

    （久留米 ICT組合）中村副会長、外山会員、安河内会員、足立会員、時里会員、 

浦野会員、森田会員、権藤会員、田中会員、 

    （高等教育機関）原田会長、小路口会員、中嶌会員、黒木会員 

    （久留米市）星野会員 

事務局：秋吉、鬼丸、石橋、中村（貴） 

 

 

議事次第 

１．平成 29年度の取組について 

２．各団体からの報告 

３．オープンデータ活用に関する意見交換 

４．その他 

 

 

議事要旨 

１．平成 29年度の取組について 

  事務局から説明を行う。 

 

〈会 長〉昨年度は来街者向けのポータルアプリの検討を行ったが、今年度は市民に対す

る具体的な検討を行うと理解している。特に、異論等ないようなので、今年度

はこの方針に基づいて活動していくものとする。 

 

２．各団体からの報告 

（１）久留米市 

  公開データやデータの利活用、他自治体との連携について報告を行う。 

 

〈会 長〉平成 27年度の国勢調査のデータは公開されていると思うので、オープンデータ

についても早めの対応をお願いする。 

〈事務局〉了承した。 

〈会 員〉ごみ収集のデータが 28年度なっているが、29年度は公開していないのか。 

〈事務局〉29年度分は早急に公開手続を行う。5374アプリについては、最新のデータに変

更されている。 



〈会 員〉新規に公開した食品営業許可施設一覧や理容所検査確認済施設一覧は保健所ベ

ースなのか。 

〈事務局〉保健所で許可等を行ったデータである。 

〈会 員〉以前に、閉店した店の取扱の話があったと思うが、その点は整理されたのか。 

〈事務局〉今回は、新規に保健所に登録された店舗という観点でのデータ公開を行ってい

る。 

〈会 長〉閉店データの公開等もあるのか。 

〈事務局〉そのデータについて、公開は予定していない。新規に開店する店のデータを利

用することが想定されている。 

 

〈会 員〉平成 29年度の取組にも関連するが、この場で検討する際には、課題を所管する

部局の方が来られて説明をされたりするものなのか。 

〈事務局〉現在、オープンデータを利活用した具体的課題がないが、状況によっては、そ

のような事も考えられる。 

〈会 長〉久留米市への要望を収集するシステム等はあるのか。 

〈久留米市〉市民の声システムというのはあるが、その要望を整理するのは現段階では難し

いと考えている。 

〈会 員〉具体的な検討とその解決策を見つけることが難しくなるかもしれない。 

〈会 員〉例えば、Code for Kurumeのメンバーへ街づくりの課題や要望を出してもらい、

その内容について検討することはできるか。 

〈久留米市〉その動きも可能である。また、今までのアイデアソンで出たデータについても

検討することも考えている。 

 

（２）久留米 ICT組合 

  アプリ開発部会の活動について報告を行う。 

 

（質疑なし） 

 

（３）Code for Kurume 

  オープンデータデイへの参加、オープンデータワークショップへの参加、コアミーテ

ィングの開催について報告を行う。 

 

〈会 長〉資料にある「小学校プログラミング必修」とはどのような内容か。 

〈会 員〉小学校の授業で、プログラミングが必修となるようである。 

〈会 長〉メンバーは何名ぐらいいるのか。 

〈会 員〉コアメンバーは 24名程度である。他のメンバーは、200名程度である。フェイ

スブックで、活動に興味を持ってもらっている。 



 

（４）高等教育機関 

  健康づくり応援店アプリについて報告を行う。 

  

（質疑なし） 

 

 

２．オープンデータ活用に関する意見交換 

（１）ダッシュボードの利活用 

  事務局から説明を行う。 

 

〈会 長〉意見をどういった形で募りたいのか。 

〈事務局〉MLで意見を頂いて、具体的な作業は事務局で実施していきたい。 

〈会 長〉ベースは、住民基本台帳のデータか。 

〈事務局〉その通りである。 

〈会 長〉どのようなデータでも使えるのか。また、年度等は問わないか。 

〈事務局〉校区別に分かれているデータであれば、利用できる。年度も問わないが、年度

毎のデータを準備する必要がある。 

 

〈会 員〉塗りわけデータだが、ハザードマップのようなものは表示できるのか。 

〈事務局〉基本のデータが校区ごととなっており、ハザードマップに関する校区ごとのデ

ータはもっていないと思われる。 

〈会 員〉校区ごとにハザードマップに関する割合のデータがあれば塗りわけができ、そ

れに避難所のデータが重なると、新しい見え方につながるのではないか。 

〈事務局〉このダッシュボードでの実現は難しいかもしれない。 

〈会 員〉施設の位置情報を表示させると、校区ごとの割合（充足率等）が塗りわけでき

るようになっているか。 

〈事務局〉現在のシステムでは、対応できていない。 

〈会 員〉データを準備すると、できるということか。 

〈事務局〉その通りである。 

〈会 長〉住民の異動データ（転出・転入等）は表示できるのか。 

〈事務局〉校区別のデータであれば、可能であると思われる。確認したい。 

 

（２）史跡等のデータの整備・活用（歴史ルートづくり事業） 

〈事務局〉マッピングパーティーで収集したデータについて、8月末を目途に久留米市で整

形し、公開したいと考えている。 

 



 

（３）これまでに開催したイベントで出されたアイデア 

  事務局から説明を行う。 

 

〈会 長〉オープンデータを利用した分析を行っていると、産業の変化や人口の変化がよ

く分かってくる。久留米市の状況をよくするためには、このような細かい意見

も大切になってくると思う。 

 

 

４．その他 

（１）久留米市ポータルアプリの平成 28年度改修について 

  事務局から説明を行う。 

 

 （質疑なし） 

 

（２）その他 

〈会 長〉イベントを開催する際には事前の協議を十分に行っていきたいので、皆様のご

協力をお願いしたい。 

 

 

以上 


